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渡漫洋子 i1調査の概要Ji 2調査結果の概要JiおわりにIW i成人の学習ニーズと
学習スタイルに関する調査j報告書J、2-14ページ・ 42ページ、 2005年。
渡遺洋子「生涯教育学からみた『異文化と出会うJということJW京都大学生涯教育






ル・クラスの生成過程に注目して-J ~京都大学大学院教育学研究科紀要J 第 52
号、 2006年、 1-26ペー ジ。
(2)学会口頭発表
渡遺洋子「学びの様式と伝統文化J、E本社会教育学会第 51回研究大会公開シンポ








































































































































本研究は、 f趣味・習い事J学習と f現代的課題j について、以上のような問題意識を抱
いたところから出発したものである。本論では中でも「参画Jと「共生Jという二つの概
念に注目し、「趣味・習い事j学習における契機や諸要素について、見通しを立ててみたい。




































































































































































































































(http://www8.cao.go・jp/survey/h17/h 17-gakushu/) 0 
二生津知子「講座提供型学習機会における受講生の学びに関する一考察JW京都大学生涯教
同学・図書館情報学研究』第5号、 2006年、 67・7804瀬沼克彰「活性化する企業の文化活動ーその論理と展開状況-J日本生涯教育学会編『民間生涯教育事業の現状と課題~ 1987年、 p.440
5大阪大学人間科学部社会教育論講座r民間教育文化事業一大阪朝日カルチヤ}センタ}に
関する調査研究一(第一次報告は 1981年、 pp.35・37 同『民間教育文化事業ー総合文化教
室受講者に関する調査研究一(第二次報告)J224、i750LfiT11r寿ら「朝民カノ的…センタ…にみるおとなの学習JW丹刊社会教育~ 1977 
7宮原誠一・室俊司「朝日カルチャ}センターと生涯教育JW月刊社会教育~1978 年 1 月号、
63・670
8山本慶裕「生涯教育機関としてのカルチャ…センタ}ーその教育的特性に関する考察-J『文明研究所紀要J第7号、 1987年、 pp.1・20


























大阪大字人間科学部社会教育論講座『民間教育文化事業一大阪朝日カノルレチヤ}セン夕}に関する調査研究一(第一次報告)リ~ 1981年、 p昨p.35"合37 向『民間教育文化事業一総合文化教
室受講者に関する誠査研究一(第二次報告)JF弘 i7502官:tアら「朝日カノ町一センタ)にみるおとなの学習JW月刊社会教育~1977 
7 宮原誠一・室俊司「朝日カルチャ}センタ}と生渡教育JW月刊社会教育~1978 年 1 月号、
63・670
8 山本慶裕 f生涯教育機関としてのカルチャーセンタ}ーその教育的特性に関する考察ーJ『文明研究所紀要』第7号、 1987年、 pp.1"20 
9瀬沼克彰「これからの民間カルチヤ}事業の展望J (W社会教育~ 1995年3丹、 p.8)、山












































と民間の役割分担論』再考-J ~文明研究所紀要J 第 10 号、 1990 年、 7・22


















































































小山によれば、 1929(昭和 14)年頃も 1956(昭和 31)年頃も、最初の教室はせいぜい
20科目程度であったらしい。一番受講生が集まったのが、料理教室で、「夜は 300人集ま



























クステンションは、 1980(昭和 55)年には全国で 1304講座・受講者 15万人だ、ったのが、





































r only oneJから rone of themJへの転落だ、った。
そこで山本は 2005年 11月のこの講演において、長年かけて生成されてきた「マンネリ
ズムと官僚主義Jを排すべきことを強調し、もう一度人々をカルチャーセンターに呼び戻








る白底辺からみると、 3ヶ月継続(月 4回)の講座を 25%、6ヶ月継続(月 2回)の一般































4 カルチャーセンターにとっての今後の r趣味 a習い事j学習
小山と山本の講演を手がかりに考えると、カルチャーセンターの現代的課題とは、カル



























































なお、この設問に回答した人は、全回答者の約 7割である。内訳は、 50代から 70代が
全体の約85%と圧倒的な割合である。このうち最も多いのは60代であり、回答者の約半数
を占めている。その後、 70代、 50代がそれぞれほぼ 2割と続く。男女比に関しては、 60
代、 70代では大きな差が見られないが、 50代では、女性の割合が全体の約 15%にも達して
いる一方で、、男性の割合は 1%程度と極端に少ないえ
表 1 間4回答者の内訳
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 不明 き十。 3(0.7%) 1(0.2%) 7(1.6%) 93(21.6弘) 41(9.5弘〉 1(0.2覧) 146(34.0拡)
7(1.6覧) 21(4.9弘) 23(5.3%) 66(15.3弘) 113(26.3%) 45(10.5%) 6(1.4出).~制65.3覧)
3 (0.7%) 




























































社会 健康・ 家庭育児・ パソボラン体験勤労
趣味教養問題スポーツ生活教育職業語学コンティア活動体験
回答数 132 104 13 24 1 o 31 60 13 12 19 1 

































回答数 68 34 17 13 16 20 46 48 




































































































































































調査などの研究活動も行い、最終的には、『インターンシップの記録~ (未公刊、 2005) と
して報告書をまとめた。
3 生津知子『インターンシップの記録~ p .2160 
4こうした問題意識から出発し、受講生へのインタピュー調査を手がかりに、彼らの f学びj
の内実を具体的に考察したものとして、生津知子「講座提供型学習機会における受講生の
学びに関する一考察J(~京都大学生涯教育学・図書館情報学研究J 第 5 号、 2006) がある0
5なお、全国のカルチャーセンターの会員登録者数の分布をみると、男性が20代0.9%、
30代1.4%、40代1.7%、50代 3.1%、60歳以上9.201であり、女性が 20代7.4%、 30代
11.0%、40代 11.8%、50代40.40/0、60歳以上29.2%となっている(経済産業省「特定サ













8退職後の人々を中心とした国際的な学習活動組織TheU niversity of the Third Age (以下、
U3A)を主導する概念としてフランスで生まれた。後に、イギリスのU3Aの設立者のひと
りである PeterLaslettによってより明確に意味づけられ、 fサードエイジjは、自己実現
ができる「人生の絶頂期J(a crown oflife)とされた。 U3Aおよび fサードエイジjについ
て詳しくは、生津知子「第三期の大学の基本理念と活動実態:イギリス U3Aの事例からJ
(堀薫夫編『教育老年学の展開』学文社、近日刊行予定)、生津知子「イギリスU3Aの理




































































0) 制 ..... ト。 ゃー .幽4








T ポフ，‘ イJ 














1位 38 251 28 47 20 96 34 5 14 5 10 4 2 19 573 
回答 2位 57 161 54 59 44 77 31 4 19 2 7 5 8 529 J 
数 3位 52 74 52 56 33 53 34 9 26 3 14 3 3 16 428 




6β% 43.8覧4.9誌 8.2覧 3.5% 16.8誕 5.9弘 0.9覧 2.4% 0.9覧 1.7首 0.7誌 0.3% 3.3覧100.0% 






















善連技 てないの の の
回答数 426 339 122 255 64 8 63 118 80. 1 3 41 1530 






















。 時た。82 86 61 63 45 40 15 135 17 5 549 
回答数 O 44 54 57 57 88，. 36 18 144 34 2 534 
計 126 140 118 120 133 76 33 279 51 7 1083 








回答数 11 。4 G 3 







3無記入 134 21.5% 
!計 622 100.0% 
















a 。3 o 
わかb . き学去 の他そ し 計てい
ない
の の 、 ない
， 
の の の
回答数 438 359 150 284 64 10 52 163 103 2 5 36 1666 
6.2覧
100.0 








恒占 I ，(..) 






































。 146 143 . 573 189 53 36 6 
回答数 O 118 112 93 97 132 9 561 
計 307 258 146 1'33 275 15、 1134 






8 どんな学習機会を望むか? (最も当てはまるもの 1つ)
(1) ①リラックスした ②ぴんと張りつめた ③どちらとも




(5) ①受議生の意見・要望が活ぎる ②講師の計留にもとづく ③どちらとも
(6) ①複数の講師が担当 ②一人の講師が担当 ③どちらとも
(7) ①講師・スタッフが事前準備・運営を引き受ける ②受講生も分担 ③どちらとも
(8) ①学んだ成果を自分で活用 ②学んだ成果を表す機会がある ③どちらとも
(9) ①学習して社会活動や社会的貢献に ②学習して鶴人の成長・生活の充実を ③ど
ちらとも
① ② ③ 計
(1) 329 111 141 581 
ー(2) 206 271 99 576 
(3) 51 456 69 576 
(4) 328 179 64 511 
回答数
(5) 190 202 171 563 
(6) 173 232 110 575 
(7) 310 111 144 565 
(8) 238 222 115 575 
(9) 153 ， 320 88 561 
計 1978 2104 1061 5143 














①専門的知識・技指の獲得 6 321 80 12 82 16 21 538 
信満広い教養の習得 34 120 332 9 4 30 22 551 
③1つのものを深める 12 235 87 23 97 61 18 533 
④趣味・余暇活動を充実させ
78 3 36~ 2 19 57 17 545 1 
る . 
⑤日常生活改善に役立つ 203 5 97 - 9 4 88 1-13 
⑥職業z社会活動に役立つ 74 86 40 70 13 92 123 498 
⑦課題解決に役立つ
日，
221 497 44 22 25 5 75 105 
⑧始めやすい 109 10 280 66 17 43 15 540 
⑨長続きする 67 32 202 . 17 43 109 55 525 
答数回
⑮学習方法の多様性 32 62 211 20 25 65 78 493 
@雰囲気がよい 25 45 288 13 77 64 513 
⑫学習者ニーズに敏感 5 24 275 7 80 53 60 504 
⑬講師が一流 2 267 130 4 40 6 63 512 
⑬教え方がよい 8 91 225 67 12 111 515 
⑮講師が親しみゃすい 57 16 267 。71 44 67 522 
⑮仲間ができる 81 31 200 o 4 177 39 532 
⑪成果を実惑できる
: 
25 76 153 18 62 66 99 499・
⑬受講料に見合う 86 43 209 25 22 18 116 519 
⑬認倒な手続きなし 150 8 192 22 44 40 65 521 
⑮保育などの条件が整って
9.2 2 34 8 2 28 301 467 
いる . 
計 1190 1499 3696 319 784 1187 1668 10343 














香j県I 阜岐県 都府家 滋賀集
鳥
奈県良取県
























①有職 。27 23 60 14 25 2 13 2 166 




務事+ 務事 教育 販売+ 
管理+ 事務+ 販売+ 計|教育 他+ 作業









































































































































































































































































































公民館(当時) 住所 (調査時点) 対象団体数
新潟市中央公民館 新潟市西堀通り 6・873・1 230 
新潟市中地区公民館 新潟市古川町4・12 110 
新潟市坂井輪地区公民館 新潟市寺尾上3・1・1 121 
新潟市鳥屋野地区公民館 新潟市新和3・3-1 106 
新潟市北地区公民館 新潟市松浜1・7・1 64 
配付総数 631通 回収数 310 通 回収率 49. 1% 
57 
1 調査対象となった団体(サークル ・グループ)の概要
( 1 ) 設立時期
本設問ではまず、回答者が所属する団体(学習サークル・グループ)について 『設
立時期はいつ頃でしょうか?Jと尋ね、当てはまるものにOをつけるよう求めた。そ
の結果、 1986・95(昭和61一平成7)年が最も多く 32.3%、次が 1976・85(昭和 51-
60)年の 30.3%、そして 1996・2005(平成8-17)年の 25.2%と続いている o 2004年
3月現在、新潟市内で活動していた学習サークルの9割弱は、 70年代後半以降に結成
されたものが多いと言うことができょう。














































書道 1 3 
(書道7、実用習字2、習字・ペン字2、墨書1、かな書道1) 
ダンス 1 2 
(社交ダンス 6、ダンス 2、チェーンダンス 1、レクリエーションダンス 1、スポー
ツダンス l、エアロピクス 1) 

























創作活動 1 9 
(俳句8、小説・随筆4、短歌4、文章講座1、現代詩l、五行歌1)



































楽しむ、楽しさを味わう 2 1 
趣味 1 6 
・・を通して 15 
指導(をする・を受ける、教わる) 1 0 、講座 1 0 
愛好者・同好会・~に親しむ者同士 9、自主製作・創作・作る 9 
普及・啓発活動・働きかけ 8、勉強・勉強会 8、教室 8 
研究する・研究会 6 
日常生活に活かす・役立てる 5、リフレッシュ・ストレス解消 5 
練習 4 
研修・研鎖 3、サークル活動・クラブ活動 3、講習会 3、学級 3 
生涯学習 2、~の見直し 2、理解 2 教養を高める 2、学級 2、自主学習
グループ2、話し合い 2、棺互学習 2、(自主)活動 2、生きがい2、知識・
知る2











人間関係をゆたかに 1、同じ趣味を通じて 1 会員相互の研究1、棺互批評1、
気兼ねなく・・・好きな仲間たちと 1、友愛の輪1、親交を深めつつ1、人間関
係の樹立し社会との関わり 1、仲間と集うこと 1、人との交流 1、会員相互の
ふれあい1) 
N 受講した講座・学級から発展したグループ・サークル 23 






























































































































































会議・打ち 訪問・ 社会 調査・ 親睦・ 実習・ その 有効 無効 無回
作業 「練習J
合わせ 見学 奉仕 研究 交流 実験 他 回答 回答 ~ 
「研修」
回答数 。7 22 197 3 30 14 13 288 2 20 
(無回答 O 17 5 10 25 1 8 126 12 215 2 93 



















































































いつも よくたまにほとんど 有効 無効 無回|
ある ある ある ない 回答 回答 会E主ヨ
I講師などによる講義や・実技指導 188 32 39 32 291 18 
回答数 E専門の指導者を中心とした話し合い・実習 119 37 40 65 261 48 
(無回答 E学習・研究会での不定期の専門家の指導・助言 122 35 52 51 260 49 
数:5) W自分たちのリー ター を中心とした学習会・研究会 63 32 7 97 269 40 






















































































































① l 151 
② I AA 
③ ] RR I I印備
④ ー
"':1 (複数回答)
⑤ 1 32 
⑥ i .tA 
⑦ | a 






























































2.5 3 3.5 4 4.5 5 6 7 8 10 12 24 40 48 
回答
55 I 1 104 35 G 61 261 





会議・打ち 訪問・ 社会 調査・ 親睦鴫 実習・ その 有効 無効
作業 F練習j
合わせ 見学 奉仕 研究 交流 実験 {也 回答 回答 答
『研修j
回答数 。7 22 197 3 30 14 13 288 2 20 
(無回答 O 17 5 10 25 1 8 126 12 215 2 93 
数:16) ム 33 5 19 9 15 9 44 9 9 152 157 
(4)普段の活動形式
いつも ょく たまに ほとんど 有効 無効 無国
ある ある ある ない 回答 回答 法J;:I 
I講師などによる講義や・実技指導 188 32 39 32 291 18 
回答数 E専門の指導者を中心とした話し合い圃実曹 119 37 40 65 261 48 
(無回答 盟学習・研究会での不定期の専門家の指導刷助言 122 35 52 51 260 49 
数:5) N自分たちのリーダーを中心とした学習会・研究会 63 32 77 97 269 40 








































































































































































































































































































































( 1 )設立時期はいつ頃でしょうか? (あてはまるものにOをつけてください)
① 1945年以前(戦前) ② 1946-55 (昭和 20-30)年 ③ 1956-65 (昭和 31
-40)年 ④ 1966-75 (昭和 41-50)年 ⑤ 1976-85 (昭和 5b-60)年




① 趣味・習い事を追求する ② 教養を高める ③ 職業的技能を磨く
④ 生活改善・健康保持に役立たせる ⑤ 地域・社会活動として取り組む
⑥ その他(具体的に
2 次に、貴団体の現在の活動についてお伺いします。











①( )会議罵打ち合わせ ②( )作業(具体的には
③( )訪問・見学 ④( ) r学習Jr練習Jr研修」
⑤( )社会奉仕 ⑥( )調査・研究





①いつもある ② よくある ③ たまにある ④ ほとんど(まったく)ない
E 話し合い学習や実習を、専門の指導者を中心に行う
① いつもある ② よくある ③ たまにある ④ ほとんど(まったく)ない
E 学習会や研究会などを、専門家などの指導・助言を受けながら、継続的に行う
(ア)いつもある ② よくある ③ たまにある ④ ほとんど(まったく)な
い
N 自分たちでリーダーや進行役等を決めて、学習会や研究会などをする
① いつもある ② よくある ③ たまにある ④ ほとんど(まったく)ない
v 自分たちでチーマや課題を決めて、プロジェクトや製作に共同で取り組む
































'The Mode，ofLearning' and The Traditional Culture 




























































































































































































































































































に、両義的な性格をもった場である。入学者は、出身別では、一般社会人が 6 害tl~ 高卒が 3 割刊















































2 )例えば、韓留の f学びの文化・伝統」について言えば、 KimShinil“Development of Qualification-
and Recognition System of Learning: The Case of Korea"， Lifelong Educαtionαnd Libraries V 01.
4， Department of Lifelong Education and Libraries， Graduate School of Education， Kyoto Univ.er-
sity， 2004を参照。
































2. I京都 e学びの文化J体験ツアー 実施報告
、驚藤佳津子・猿山隆子・人見麗子・
宮崎7朗子・渡遠洋子
A Report 9n' Co-ordinatin，.gthe 'Study Tour 
on the' Learning Cult'ure in Kyoto' 
Katsuko .SAITO，. Ta~ako SARUY A~A， Reiko HITOMI， 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ゆみ 20 年~ p.197. 
10井上信行(財団専務理事)ほか f10年の歩み座談会JW学びあいの十年~ p.23. 
11上回正昭ほか r10年の歩み座談会JW学びあいの十年~ p.23. 
12壱岐徹fサービスのあり方と効率的運営JW生涯学習ーおもしろくなき世をおもしろく
pp.140・149.
13井上信行(財団専務理事)ほか r10年の歩み座談会JW学びあいの十年~ p.23. 
14千宗室/上田正昭 f京都アスニー開館20周年記念対談JW学びのあゆみ 20 年~ p.8. 
15財団であるが故に可能であった事業の 1つに、有料の教養誌の発行が挙げられる。京都










18小島健市ほか fこれからの生涯学習J(座談会) W学びあいの 10 年~ p.44. 
19上田正昭ほか r10年の歩みJ(座談会) W学びあいの 10 年~ p.3L 
「京都VIEWJは、平成元年創刊で年3回発行されていたものの、平成15年第43号で
廃刊された。それ以後は、インターネットで情報が配信されている。
20上田正昭ほか r10年の歩みJ(座談会) W学びあいの 10 年~ p.3L 
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21小島健市ほか「これからの生涯学習J(座談会) W学びあいの 10 年~ p.45. 
22加藤虞吾ほか「これからの生渡学習J(座談会) W学びあいの 10 年~ p.51. 
23瀬古克彰ほか「これからの生涯学習J(座談会) W学びあいの 10 年~ p.46. 
24清水宏一「公民館の新しいかたちJW生涯学習一おもしろくなき世をおもしろく
pp.118・132.






28船越修「広がれ“心の輪"J (寄稿) W学びのあゆみ 20 年~ p.33. 
29 的場慶治 f10 年を支えていただいた皆様からの言葉J より『学びあいの 10 年~ p.110. 
30 湊正夫 f10 年を支えていただいた皆様からの言葉J より『学びあいの 10 年~ p.111. 



























ろう 20本論では、 20世紀初頭のイギリス社会でのこのような「成人教育Jadult educationの成
立過程を、実践的方法論learning/teachingstrategyの生成過程に焦点をあてて考察する。



































新しい概念に徐々に取って代わられた。 90年代に再編・設置された教育技能省 (Department 

































































Society for the Extension of UniversityTeachingが担当したo後発のオックスフォード大






























































































































































































































































































































数はまた、 30歳未満である。ブリテン諸島においては、 1913刷14年には、 3.234人の受講生が
在籍し、そのうち746人が女性であった。 1917-18年においでは、 2860人のうち、 1179人が女
性であった。女性の割合が急速に上昇した要因は、もちろん戦争である。 1913-14年には、
3035人の受講生のうち、 623人が事務員や電信技手、 308人が教師、 160人が商庖の手伝い、
193人の女性が自宅労働者であり、 1278人が何らかの形の熟練肉体労働者であった。 1917即時






















事務員・電話通信士 教師 紡績労働者 家事労働者 技師
623* 308 235 193 171 
府員 炭鉱労働者等 印刷ヱ 金島工 建設工
160 148 1'44 95 83 
大工・建具工 他の工場労働者 鉄道労働者 仕立屋・ドレスメー 保険業
82 65 63 カ} 6 1 59 
郵便配達、トラム運 陶工 長靴・靴職人、皮職 倉摩番 (他の)労働者
転手、響官 58 57 人 52 47 3 1 
現場監督・管理者 食料品関係 製本麗 その他




































































































































































































































































































































6例えば、イギリス成人教育の古典的名著JenifferRogers， Adults Learhing、OpenUniversity 
Press，2002(1989，0) (ジエニー・ロジャーズ著『おとなを教えるー講師・リーダー・プランナーのための
成人教育入門ム藤岡英雄監訳、徳島大学生涯学留研究会訳、学文社、 1997年〉や、アメリカの代表的




























15 Thomas Kelly， The History 01 Adult Education in Great BritaJn， 1962、p.221.ここでは、
Simonの『イギリス教育史l.np.88の訳文〈成田克矢〉を引用した。
16宮坂前掲書、 p.43o
17 Fieldhouse， oP.cit.， p.37 
18 rイギリス教育史r1870-1920年ム p.86o
19. Fieldhouse， op.eit.， p.38. 
20サイモン、同前。
21 Fieldhouse， op.cit.， p.38. 





26 以下、特に断らない限り、 Adul七 EducationCommittee， Ministry of Edu.cation .'Final 
Report.'(reprinted)， The 1919 Report，. The Final and Interim Reports of thf) Adult Education ， 
Committee of the Ministry of Reconstruction 1918-1919， Department of Adul七Education，
University of Nottingham， pp.214-217によるo













30 Winifred Beaton 'The Tutorial Class Movement'、TheW.E.A Education Year Book 1918 ; 
reprinted with introductory essays be Herbert Delauney Hughss and Geoffrey Frederick 
Brown， Depart血entofAdult Education， University of Nottingham， 1918， P.253. 
31 W，G.Constable，'The Tutorial Class Movement'Cambridge Essays of Adult Education， 
Cambridge University Press，1920、p.182.
32 Oxford and Working四c1assEducation，:Being the Report of a Joint Commi七eof University 
and Working帽classRepresentatives on t五eRelation of the University of七heHigher Education 
of Workpeople， pp.5ι59 
33 Mary Stocks， The Workers' Educational Association: The first fifty years.George Allen & 





36 Stocks， op.cit.， p.40. 
37 1919 Report， p.315 
38 Constable， oP.cit， .pp.181-205. 
39 1919 Report， p.190. 
40 Ibid. 
41 '1910年代の文献では、 UniversityTu.torial Class'と記述されることが多いが、ここでは、
Universityのついたものもつかないものも含め、「テュートリアル・クラスJと総称する。
4位2
Commi比t旬eeピ."Thθ WEA. Education Year Book 19釘'uεf，p.267をもとに作成。なお、このメモランダムは、
1917年のマンチェスターでの会議の際に採択されたもりである。




45 Constable， op.cit， p.188 
46 The WEA Education Year Book 1918， p .260. 
47"Memorandum oI the University Tutoria1 Class Movement， Submitted to the Reconstruction 
Committee.". 




52 Contable，. op.cit. p.l87-188 .
53 Ibid. p.189. 





59 Ibid. p.193. 
60 Ibid. pp.197也8.






On官rlcounterwith Differezi?CUlturenfrom the Perspective of 'Studies 
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』 : i l 憧れる向性異性叫な人?
五五口三つての家族 i・家族の機
'~~~;il 家族とわたし い家族関係の諸問題をい家族って何?〆
三党 ! 見つめる I !.まわりに変わった家族やおもしろい家族はいる?
叩川家族の中のわたし い家族の中で自分が担 iあなたはどう思う?
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ホームページづくりなどで¥全国、世界の人に知らせたい(自'慢したい)rこの地域のよさ」とは何
かを追求しましょう o そのためには、みんなが各々「この地域で自慢できるのはここJと考えられるも
のを、教室の中で出し合っていくことがスタートとなりますo その意見の「違いJのおもしろさをどの
ようにホームページ上で表現できるか、グループなどで、競い合ってみるのもおもしろいでしょう o年代
や性別によって意見が異なる場合も少なくないと思われます。なぜそのような「違いJが出てくるのか、
考えてみましょう o 同時に、自分たちが市町村長になったつもりで「この地域のここがこう変わったら:
いいのにJと思えるところはどこか、そのためにまず、何から始めたらいいかを模索します。これについ
ても、簡単なアンケート調査やインタビュー調査を行ってみましょう。特に、年代や性別による違いさ
ある項目に注目することは、この地域の抱える、これまで見えなかった課題をはっミりさせるよで、参
考になることでしょう o可能であれば、それら問題に対する市町村のとりくみの杭泌を調べていただき
たいと思います。
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テーマivf学 校j
サブテーマ:rわたしの学校Jr学校生活とわたしJr仲間の中のわたしj
学校は、子どもたちにとって、一人ひとりの「自分らしさjをありのままに受け入れ、お互いが関わ
りの中で成長し合う「居場所jとなっているでしょうが?
168 
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戸 Vf一時j
r 
「一般社会jは、子どもたちにとっては、今の段階ではメディアやおとなたちを通じてしか垣間見る
ことのできないものでありながら、将来、自分たちが f現実Jとして受けとめ、その一員として生きて
いかなければな5ない社会です。これらは、子どもたちの社会認識の成長度に応じて、適宜、学習に取
り入れていくことができると患います。学年によっては、道徳、家庭科、総合学習、学活、性教育など
の時間に、このような要素を遮宜取り入れていくことが可能で、はないでしょうか。なお、「一般社会J
で扱う内容は、テーマ I---Nの学習内容とつながりのある問題なので、そこで扱うこともできます。
「社会の中のわたしJ
4 おわりに ~見直す→気づく→見つめる→考える→踏み出す~
ジェンダ}フリ}の教育実践とは、肩を張って r~しなければならないj と展開するものではありません9
日常的な生活意識や他者との関わりを見直す中で、私たちが「女Jr男Jという性別に抱いている画定的な
イメージやこだわり(ジェンダ}意識)、思いこみ(固定観念)に気づき、それが私たちの行動や言動、生
き方をどのように規定し、方向づけているかを見つめ(客観視し〉、それをもとに、一人ひとりが f今後の
課題jとそのための fはじめの一歩jを考え、踏み出していくことが重要なのです。
(渡議洋子)
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